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１ 謹賀新年（謹んで新年のご挨拶を申し上げます） 
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2.クリーンウッド法登録推進セミナー他
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4.令和 4年度林野庁補正予算概要 

5.1月以降の行事 

 

 

1.新年のご挨拶 

3.やま・もりフェスティバル開催 

目 
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 新年明けましておめでとうございます。旧年中は本組合の運営に 

格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 
 昨年度は「ウッドショック」の影響で、輸入木材への依存度を見直し、 

国産材供給の動きが見られましたが、６月以降は、物価高騰による住宅着 

工の減速、輸入木材の在庫拡大により需給が停滞し、木材産業全体が先行 

き不透明な見通しにくい状況となっています。 

そのような中、今年は、ウイズコロナに向けた制約の緩和と内需の持ち直しの動きが見られ、経

済活動が本格化し始めて景気回復が期待されています。 

木材産業に関連しては、ＳＤＧｓや脱炭素化への取り組みの意識が産業界や消費者に浸透する

中、カーボンニュートラルな社会の実現、木材利用の地域経済への貢献などの観点で、木材利用が

有効であることが再認識され、木材利用への関心が高まっている状況です。さらに「都市の木造化

推進法」に基づき、全国各地で非住宅分野の商用施設等も木造で建築されるようになり、本県にお

いても地域材の需要拡大につながるものと期待されているところです。 

 当組合においても、全木連等の補助事業を活用しながら、民間施設への建築用部材の供給、地域

材を PRするセミナーやイベント等の開催、ＪＡＳ製材など高品質材の PR等を行っているところで

すが、将来の木材需要に応えるためには、構造材や内装材など安定的かつタイムリーに木材製品の

供給を行い、需要者の信頼を得ていくことが重要と考えています。そのため、木産協としては、関

係機関等と連携しながら、業界全体で掲げる「ウッドファースト社会」の実現に向け、地域材によ

る木造・木質化が各分野で展開されるよう様々な働きかけを行い、各分野で努力してまいりますの

で、皆様方の一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 最後になりますが、本年が県内木材産業界の飛躍の年になりますこと、皆様方にとって素晴らし

い一年になりますことをご祈念申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGｓの追い風   

吸収源としても木材利用 

 

 

 

今年も、各分野と連携し木材利用の拡大に取り組んで

まいります。ご協力をお願いします。 

 

飛躍の年 
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２ クリーンウッド法登録推進セミナー及び合法木材等実務研修会

合法木材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

３ やま・もりフェスティバル開催（イオモンモール天童） 
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本県においては、昨年度来のウッドショッグの影響による木材取引の好景気に陰りが

見え、6月以降は木材需要が一段落するなど、ここにきて地域の林業・木材産業を取り巻

く状況が一変して厳しくなっています。 

そのような状況下、本県の木材産業を底辺から支え、厳しい状況下においても、県産

材製品を安定供給するためには、品質や合法性の確認された原木や製材品を提供し、安

全安心な県産木材等の信頼を継続して築いていく必要があります。 

そこで今回、中央から講師を招きクリーンウッド法や合法木材等についての最新情報

や課題等を学ぶ研修会を、12月 14日（水）に山形市内のパレスグランデールにおいて開

催しました。合法木材の認定事業者が 53 者（更新）、工務店等 5 社に参加していただき

ました。  

研修会は、第１部が(一社)全国木材組合連合会の加藤正彦氏を講師に、「ガイドライン

に基づく合法木材供給制度とクリーンウッド法」と題して講演をいただきました。 

第２部は、『「発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガイドライン」の運用につい

て』、(一社)日本木質バイオマスエネルギー協会が制作した「ガイドラインに基づく分別管理」

の手法を中心とする動画による研修会を実施しました。 

第３部では、「合法木材実務者研修」ということで、木産協事務局が講師となり、合法木材事

業者認定申請書の記載方法や留意点について説明しました。最後に、クリーンウッド法の登録事

業者となるための個別相談会が行われたところです。 

  

 

 

 

本研修会は、「合法木材・持続可能性の証

明及び間伐材の確認、発電用に供する木

質バイオマスの証明」に係る分別管理・

帳票管理責任者を対象とした技術研修会

です。新規認定事業体や更新事業体を対

象に実施しています。 

合法木材による木材供給体制づくりに、

ご協力をお願いいたします。 

1月 9日（月）、天童市のイオモール天童店にて、 

イオンモールの特別企画となる「やま・もりフェテ 

ィバル」が開催されました。会場には地域材の展示・ 

販売・体験コーナーが開設され、本組合では、㈱アイタ 

工業が、広葉樹材製品の展示販売、相原木材㈱が、 

「MOKUKA」の販売やワークショップ等を行うなど、地 

域材の魅力を多くの県民に発信する良い機会となりま 

した。 
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４ 令和4年度林野庁：補正予算概要（木材関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ １月以降の行事 

※1月 5日に、新年の挨拶回り後、山形市内のメトロポリンタン山形で【三役会】開催 

※1月 24日の新春講演会の参加希望者は、事務局までご連絡願います。 

日 程 行  事  名 予定出席者 
1.9 やま・もりフェスティバル（イオンモール天童主催事業）イオンモール天童 副理事長、専務 

1.12 地域材利用拡大研修会（JAS材支援）  山形市内山形国際ﾎﾃﾙ 

            ※全木連 田口常務を講師にお招きします 

理事長、副理事長 

専務他 

1.16 第１回木材利用セミナー（赤堀講師）  山形市内ﾊﾟﾚｽｸﾞﾗﾝﾃﾞｰﾙ 理事長、専務ほか 

1.20 第 2回木材利用セミナー（長野講師）  山形市内山形国際ﾎﾃﾙ 理事長、専務ほか 

1.24 新春講演会（宮澤東北森林管理局長）14時～山形市内ﾊﾟﾚｽｸﾞﾗﾝﾃﾞｰﾙ 理事長、専務ほか 

1.24 森林資源循環利用促進協議会（新春研修会）16時 15分～ 

【協議会メンバーに連絡済】       山形市内山形ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 

理事長、専務ほか 

1.31～2.1 東京都【モクコレ】(広葉樹関係出展)  東京都東京ﾋﾞｯｸｻｲﾄ 副理事長、専務 
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● 木材製品の消費拡大対策 

※ 非住宅分野等における消費拡大を推進し、木材製品の国際競争力を高めるため、CLTを

活用した建築物の実証、木質建築部材の技術開発、JAS構造材の利用実証や外構部等木

質化の実証等を支援（補正予算として：継続） 

 

● 国内森林資源活用・建築用木材供給力強化対策 

※ 国産の製品の供給体制強化に向けた木材加工流通施設等の整備、原木供給力の強化に向

けた高性能林業機械等の導入、住宅分野における建築用木材の国産の製品等への転換、

燃油や資材の価格高騰や供給難への対応として木質バイオマスエネルギーへの転換等を

支援（ご要望等があれば県担当部局に問い合わせいたします） 
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●全木連からのお知らせ 

 

スゴいぞ！ニッポンの木のチカラ 2022 

 ▽木材の常識を覆す「進化する木材技術」 

 
木材の常識を覆す「進化する木材技術」 

 知られざる木の可能性に迫る「スゴいぞ！ニッポンの木のチカラ 2022」が

12月 17日、BSテレ東で放送されました。日本では今、木のチカラで私たち

の暮らしが大きく変わろうとしています。 

 

地域の木を使ったぬくもりあふれる暮らしの実現や、循環型資源としての

SDGsへの貢献。今や高層ビルも木で造られる時代となりました。番組では木

の常識を覆す取り組みをしている企業を徹底取材しました。 

 

「スゴいぞ! ニッポンの木のチカラ 2022」が「YouTube」と「ラブキノヘイ」

で、ご覧いただけるようになりました。 

https://love.kinohei.jp/lp/18_index_detail.php  

 

木材の常識を覆す「進化する木材技術」を全編まとめてご覧いただけます。 

 

 

• サステナブル社会実現のために！挑戦し続けるトーセン 

• 地元の木材で造られた名所 OYAKI FARM 

• こだわりの国産素材！協和木材の集成材製造技術 

• 日常風景に木があふれる街に！小田原木塀プロジェクト 

• こどもたちに木の魅力・楽しさを伝える長野県根羽村（ねばむら） 
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●新春特別版（木産協：組合員出演セミナー）のアーカイブ配信 
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●県庁森林ノミクス推進課からのお知らせ 
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募集部門 

第１部門 木造及び混構造建築（300m2超え） 

第 2部門 木造及び混構造建築（300m2以下） 

第 3部門 木質空間（インテリア、エクステリア） 

第 4部門 クリエイティブユース 

１～３以外の創造的木材活用） 

 

令和４年度 

やまがた森林ノミクス県民ミーティング 
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●木産協からのお知らせ（特に製材業者の皆様：是非参加をお願いします） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ●参加希望者は（木産協）までお問い合わせ願います。 
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●住宅着工状況（11月期） 
令和 4年 11月期の県内新設住宅着工戸数は 422戸となり、対前月比 132.3％、対前年同月比 99.1％、対前年累計比は 85.7％となった。 

県内では貸家、持家ともに減少傾向。地区別の前年比は置賜・庄内では増加したが、累計比は大きく減少となった。木造率は 69.1％。 
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